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　ノーム・チョムスキー（米国の言語学者、1928-）によって開始された生成文法理論を基盤に
して、人のこころに表示される自律的体系としての言語について研究を行っている。チョムスキー
は、幼児の母語獲得の事実から、人は皆、生得的に普遍文法をもつと仮定した。だがこの仮定に
たつとき当然疑問になるのが、世界の言語の多様性や日本の地域方言の多様性である。また、言
語は常に変化するという事実についても、どう考えればよいか。言語の普遍性と多様性に関する
こうした問いにさまざまなデータや分析枠組みを用いて取り組んでいる。これまで日本のみなら
ずヨーロッパ各国の研究者らと研究プロジェクトを実施し、文法や語彙の諸現象について記述と
理論に基づく分析を行ってきた。例えば、言語学の代表的出版社から「語形成における競合」に
ついての論文集を出版したり、「世界の言語のオノマトペ」ハンドブックに日本語の章を寄稿す
るなどしている。

言語構造の普遍性と多様性に関する研究
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